
各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その１）

市町村の態様を決定する要素のうちで最もその度合いが強く、しかも容易、かつ客観的に把握できる

「人口」と「産業構造」により設定された類型により、大都市、特別区、中核市、特例市、都市、町村ごとに団体を分別したもの。

県内市町村は、以下のとおり分類されている。

類似団体とは

■中核市：奈良市

■都市：大和高田市ほか１０市

Ⅲ次65％以上（３） Ⅲ次65％未満（２） Ⅲ次55％以上（１） Ⅲ次55％未満（０）

人口

産業構造

150,000人以上（Ⅳ） Ⅳ－３ Ⅳ－２ Ⅳ－１ Ⅳ－０

50,000～100,000未満（Ⅱ）
Ⅱ－３（大和高田市、大和郡山市、
　　　　天理市、桜井市、香芝市）

Ⅱ－２ Ⅱ－１ Ⅱ－０

100,000～150,000未満（Ⅲ） Ⅲ－３（橿原市、生駒市） Ⅲ－２ Ⅲ－１ Ⅲ－０

Ⅱ次、Ⅲ次90％以上 Ⅱ次、Ⅲ次90％未満

50,000人未満（Ⅰ） Ⅰ－３ Ⅰ－２(御所市、葛城市) Ⅰ－１（五條市、宇陀市） Ⅰ－０

■町村：山添村ほか２６町村

Ⅲ次60％以上（２） Ⅲ次60％未満（１）
産業構造

人口

15,000～20,000未満（Ⅳ）

5,000～10,000未満（Ⅱ）

Ⅳ－２（平群町、河合町、大淀町） Ⅳ－１ Ⅳ－０

20,000人以上（Ⅴ）
Ⅴ－２（三郷町、斑鳩町、田原本町、

　　　　上牧町、王寺町、広陵町）
Ⅴ－１ Ⅴ－０

Ⅱ－２（安堵町、川西町、三宅町、高取

　　　町、明日香村、吉野町、下市町）
Ⅱ－１ Ⅱ－０

10,000～15,000未満（Ⅲ） Ⅲ－２ Ⅲ－１ Ⅲ－０

Ⅱ次、Ⅲ次80％以上
Ⅱ次、Ⅲ次80％未満（０）

5,000人未満（Ⅰ）
Ⅰ－２（黒滝村、天川村、野迫川村、

　　　 十津川村、下北山村、上北山村）

Ⅰ－１(川上村、
       東吉野村)

Ⅰ－０（山添村、曽爾村、
　　　　御杖村）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その２）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その３）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その４）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その５）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その６）
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各市町村別・性質別経常収支比率の類似団体平均との比較（その７）
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